
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江戸川総合人生大学のＰＲイベント「まるごと!! 江戸川総合人生大学 私のまち、私たちの大

学。」が５月２５日（土）から７月１５日（月）まで、しのざき文化ブラザ３階の企画展示ギャラ

リーで開催中です。また、１階のオープンスペースではお箏演奏やコーラス、３階の講義室では

踊りなどのパフォーマンスや参加型イベントなどが期間限定で実施されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓会だより 
 

 

 

 

 

 

江戸川総合人生大学同窓会 

令和元年７月８日発行 第３８号 

https://www.jinseidaigaku-dousoukai.net/ 

まるごと!! 江戸川総合人生大学（１）  

 

 

3 階 展示ギャラリー 

１階 オープンスペース 

学科紹介・同窓会とクラブ活動紹介・在校生の写真日記・地域活動グループ紹介・ビデオ映像や作品展示など 

フードドライブ ハンドセラピー 

南京玉すだれ お箏演奏・お箏体験 合唱・一緒に歌おう 



 

 

 

 

 

 人大ボラ連世話人会によるミニ懇談会は従来４学科を対象に懇談会を行ってきましたが、今回

は多くの方々に知って頂くため学科で分けずに、講師の方をお招きして「江戸川区児童相談所の

開設について」というテーマで講演会を開催しました。  

 

 

 

 

 前半はパワーポイントを使って江戸川区児童相談所の設置について説明がありました。児童虐

待の現状と相談対応件数が年々増加していること、前々から虐待はあったと思われるが、関心が

向くようになり件数も増え続けているとのことでした。 

 現在、江戸川区、江東区、墨田区を管轄する江東児童相談所が平成２９年度に受理した相談件

数は人口比もありますが、江戸川区は全体の５２％で、３区中で一番多いそうです。 

 江戸川区では平成２２年に区内で起きた痛ましい事件から、こうした事件を二度と繰り返した

くないという思いがあります。今までは子ども家庭支援センターと児童相談所の二元体制の中で、

状況把握・児童虐待への認識・連携が不十分でしたが、区内に児童相談所を設置することで、指

揮系統・支援対応・窓口の一元化を図り、子どもに関するさまざまな相談を全て１カ所で受け止

めることが可能となります。また地域や関係諸機関との連携を深めることも期待されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いて里親制度啓発のために作成されたビデオを試聴しました。里親というと「養子縁組里親」

を連想しますが、一定期間養育してもらう「養育家庭里親」を募集しています。里親活動をあり

ふれたこととするために、子どもは社会の子と考えて養育し、地域の理解と愛情、協力によって

里親制度を拡大していきたいというお話でした。 

 最後に質疑・応答では、虐待に関すること、虐待と児童相談所の対応の関係、里親制度などに

ついて参加者から活発な質問が出されました。 

 平成２８年の児童福祉法改正により、特別区でも児童相談所の設置が可能となり、江戸川区で

は令和２年４月から児童相談所を開設します。都有地（中央三丁目）を買い受けて地上４階建て

の施設を建設し、虐待を受けている子どもを緊急的に保護する一時保護所を併設する予定です。 

 児童相談所開設準備担当課は子ども家庭支援センター内に設置され、区営児童相談所の運営方

法や人員体制など開設に向けた準備作業を進めています。 

人大ボラ連世話人会 ミニ懇談会 講演会 

「江戸川区児童相談所の開設について」 

 

 

講演内容に興味や関心をもっている方々が多く参加 

参加 

木村浩之氏 

 開催日時：３月２５日（月）１３：３０～１５：００  

 開催場所：しのざき文化プラザ３階 第２講義室  

 講  師：江戸川区子ども家庭部児童相談所開設準備担当課課長 木村浩之氏 

 



 

 

 

 

４月１１日（木）午前９時３０分、葛西駅近くの葛西区民館で活動する「手芸の会（和を楽し

む会）」を訪問しました。会場に入ったとたん「おはようございます！」と部屋の各所から挨拶が

聞こえ、明るくて楽しい会だとすぐにわかりました。 

この会では、タンスに眠っている着物を利用して、小物づくりから始まり人形や吊し物まで、

身近で使える作品を制作しています。もちろん、お裁縫があまり得意でない方も大歓迎とのこと

です。「将来は会員で各地に旅行し、その場所で作品を見て感じて、作品づくりができればいいな」

と会の代表で講師でもある佐井さんの言葉が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■社会探訪クラブ  

活動部会で開催している「大人の社会見学バスツアー」にヒントを得て誕生した、社会見学・交

流を目的としたクラブです。個人では見学・訪問しにくい場所へ一緒に出かけませんか？  

■楽器を楽しむ会（楽々倶楽部）  

“○○の手習い”でフォークギターやウクレレを弾き始めてみませんか！？ この道５０年の師

匠からフォークギターやウクレレ演奏を教わり、皆でガヤガヤとひと時を楽しんじゃう会です。  

■江戸落語愛好会（愉しむ落語）  

落語を観に寄席に行こう ＜はじめの一歩＞。気楽に愉しみ体験しませんか！  

笑いに包まれに亀戸梅屋敷へ集合。  

■サイクリング倶楽部  

自転車が好きな方や今から乗れるようになりたい方、自転車が無くてもレンタサイクルで参加オ

ーケーです。交通ルールを守り、寄り道しながら探索や食事など楽しみます。 

 

クラブ活動紹介 

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 

 

 

≪ 手芸の会（和を楽しむ会）≫ 
 

≪新しいクラブが誕生！ ただいま部員大募集中！！≫ 
≫ 
 

～詳細は同窓会ホームページをご覧ください～ 

 

日 程：月１回 第４木曜日 

 講 師：佐井 幸子（子ども１０期） 

 会 員：９名（今は女性ばかりですが、男性も大歓迎） 

 会 費：１回１,０００円（材料費込み） 

 会 場：葛西区民館 

 ※お問い合わせ・ご入会はクラブ活動事務局へ 



内 11 ヶ所どこでも返却自由です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まるごと!! 江戸川総合人生大学（２） 

≪第１２期 広報部会≫ 

  飯田和江（介 7）、大内貞雄（まち１２）、大塚恭子（まち８）、加藤道雄（まち１１） 

  衣川章嗣（まち 9）、長谷川孝子（国８）、山内康（子１１） 

「同窓会だより」は皆さんの会費で作っています。 

≪編集後記≫ 

 令和になって初めての「同窓会だより」はいかがでしたか？ 平成時代に３７号、令和は何

号まで続くのか誰にもわかりませんが、１００号が発行される頃は万葉集の第５巻「梅花の歌」

序文に書かれているような、平和の風が香る時代になっていることでしょう。今後も、末永く

ご愛読のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

≪お知らせ≫ 

 前室長 森本磨岐子さんのご転出により、中川恵美子さんが江戸川総合人 

生大学推進室長として４月１日付けで着任されました。新室長よりご挨拶 

をいただきました。『４月 1 日付で江戸川総合人生大学推進室に異動して 

まいりました中川恵美子です。人生大学の在校生や卒業生の皆様が活き活 

きと活動している姿を拝見し「凄いなー」と率直に感じました。１日も早 

く皆様の力になれるよう頑張りますのでよろしくお願いいたします。』   

３階 講義室 

ボリウッドダンス フラダンス 日本舞踊 

新舞踊 折り紙教室 

 

国際交流 

 

こどもの広場 朗読会 楽しい絵画教室 名刺作り 


